
2024年度 英語特別入学試験 日本語作文問題

資料Ａ トラックドライバーの働き方をめぐる現状 国土交通省ホームページより

朝日新聞「Re:Ron」 2023年（令和5年）8月15日

［問題］

上記の資料Ａと資料Ｂを読み、二つの資料に共通する内容について、あなたの考えを書きなさい。
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「決めた。私、選挙に出る。」写真家の岡原功祐さんの妻が今春、性差別

の解消などをめざし、統一地方選で東京都練馬区議選に立候補した。当初

は「妻の辻立ちに付き合う気はなかった」岡原さんも、女性候補へのハラ

スメントへの心配から一緒に街頭へ。「夫です。」というタスキをつけて

朝晩の辻立ち、そのための未明からの場所取り、ポスター張りなどに奔走

した。「体力がある人しか当選できないような例を作りたくない」と言っ

ていた妻も、のどをからした選挙戦を余儀なくされていく。

妻は７位で当選。だがそのための負担は大きかった。岡原さんは「家族

であっても過度な犠牲を払わずに応援できる、そんな政治・社会意識や選

挙制度が日本に根づいてほしい」と寄稿を結んでいる。

（５月25日、26日配信）

※注
○統一地方選：統一地方選挙のこと。各地、各種の地方選挙を全国的に同一日に

統一して行う選挙のこと。四年ごとに行われている。

○辻立ち：町角に立つこと。選挙では交差点や人の流れる数の多い場所などで
あいさつや演説を行うこと。

○ハラスメント：人を悩ますこと。嫌がらせ。

○タスキ：輪状にして一方の肩から他方のわきの下にかける細長い布。

○未明：夜がまだ明けきらないころ。明け方。

○奔走：物事の実現に向けて走りまわって努力すること。

○余儀ない：それ以外に取る方法がないさま。仕方ない。

○寄稿：原稿を新聞社や出版社に送ること。また、その原稿。


